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平成29年度
徳島県における食品ロス削減に関する
実証事業の結果の概要
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１．食品ロス削減の重要性

３



目標2：飢餓に終止符を打ち、

食料の安定確保と栄養状態の

改善を達成する(後略)

国際連合広報局資料より

目標12：持続可能な消費と生産の

パターンを確保する

2030年までに世界全体の一人当た

りの食料の廃棄を半減。

ＳＤＧｓ達成に向けた取組
としての食品ロス削減
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食品廃棄物等
2,842万トン

食用仕向量
（粗食料＋加工用）

8,291万トン

食
品
資
源
の
利
用
主
体

食品関連事業者

一般家庭

資料：農林水産省・環境省「平成27年度推計」

事業系食品廃棄物等

（2,010万トン）

家庭系食品廃棄物等

（832万トン）

うち食品ロス量
（可食部分と考えられる量）

646万トン

規格外品、返品、
売れ残り、食べ残し

（357万トン）

食べ残し、過剰除去、
直接廃棄

（289万トン）

〔参考〕産業廃棄物の総排出量は３億9,119万トン、一般廃棄物の総排出量は4,398万トン（平成27年度）

資料：環境省「産業廃棄物の排出・処理状況について」、「一般廃棄物の排出及び処理状況等について」

〈食品ロス（推計）の経年変化〉

平成24年度推計 平成25年度推計 平成26年度推計 平成27年度推計

食品ロス（年間） 642万トン 632万トン 621万トン 646万トン

国民1人当たりに換算
（年間）

50kg 50kg 49kg 51kg

我が国の食品ロスの現状

５



２．平成29年度 徳島県における

食品ロス削減に関する実証事業の結果
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（１）実証事業の方法

• 対象者：徳島県内103世帯

• 中学生以下の子供がいる。

• 世帯人数３人以上である。

• ４週間の計量ができる。

• 実施時期：平成30年1月～2月

• 調査内容：

• 食料消費に関する事前アンケート

• 食品ロス量の記録（4週間）

• 食料消費と削減取組に関する事
後アンケート

計量記録
（２週間）

削減取組の実施
及び計量記録
（２週間）

計量記録（４週間）

削
減
効
果
の
把
握
、
分
析

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

指導介
入
群

50

世
帯

非
介
入
群

53

世
帯

計
量
・
記
録
の
説
明
会

食品ロス削減取組説明会 1/26・1/27
「食品お片付け・お買い物セミナー」

事
後

ア
ン
ケ
ー
ト

事
後

ア
ン
ケ
ー
ト平成30年1月14日～2月10日
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家庭における食品ロス（農林水産省）

売れ残りや食べ残しなど、本来食べられるのに捨てられてしまう食品。
もともと食べられない部分（骨、種など）は食品ロスに含まれない。

過剰除去
野菜や果物の皮を厚くむきすぎたり、取
り除きすぎたもの

食べ残し
作りすぎ、買い過ぎ、食べ物の好き嫌

いなどで食べ残したもの

直接廃棄
冷蔵庫に入れたままで消費期限切れに

なったり、調理されず、何も手がつけら
れずに廃棄される食品

過剰除去

54%

直接廃棄

19%

食べ残し

27%

家庭における食品ロスの割合

農林水産省：平成26年度食品ロス統計調査報告（世帯調査）から作成

２） 家庭における食品ロス

１）食品ロスとは？
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（１）実証事業の方法 食品ロスの考え方

・生鮮食品
・加工食品
・お惣菜・テイクアウト品
・家で作った料理
・お寿司などについてくるガリ
・お刺身のつま、けん
・残ったドレッシング（賞味期限切れなどで
捨てた場合）

・お茶、コーヒーの飲み残し

【計量対象】

【計量対象外】

・調理くず ・漬け物の汁 ・野菜の皮、芯
・食品のパッケージ、容器包装 ・魚のアラ、骨
・果物の缶詰のシロップ
・うどんやラーメンの残り汁
・お寿司などについてくる少量の調味料 ・天つゆ
・鍋の汁 ・煮物の汁・野菜にかけてお皿に残った
ドレッシング・ティーバッグ、コーヒーかす
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食品・お買い物ダイアリー
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食品お片付け・お買い物マニュアル

１）お買い物 必要な分だけ買う

２）保存 うまく保存して、期間をのばす。栄養を保

持させる

３）整理整頓 冷蔵庫や台所の食材を整理してみよう

４）エコクッキング

ECO+cookingで食材の無駄をなくそう

はじめに 賞味期限と消費期限の違い

目次

http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_
policy/information/food_loss/efforts/pdf/efforts_
180726_0003.pdf
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３）整理整頓
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（２）計量記録の結果① 食品ロス量の変化

1182.0 1009.7711.5 775.3
0.0

300.0

600.0

900.0

1200.0

介入群 n=50 非介入群 n=53

１世帯当たりの食品ロス量 (g)

約４割減 約２割減

（g）

 介入群（50世帯）
 前半２週間：1,182.0g (世帯当たり平均：飲料を除く)

 後半２週間：711.5gに減少。

 減少率は39.8％

 非介入群（53世帯）
 前半２週間：1,009.7ｇ（世帯当たり平均：飲料を除く）

 後半２週間：775.3gに減少

 減少率は23.2％
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介入群・非介入群(n=103)全体(103世帯)の項目別重量割合

 購入したもの 24％

 金額が不明瞭なもの 76％
 家で調理したもの 24％

 もらいもの 22％

 飲料 25％

購入したもの
24%

金額が不明瞭なもの
76%

生鮮食品
8% 加工食品

7%

お惣菜・
テイクアウト品

1%

飲料
8%

その他
0.3 

家で調理したもの
24%もらいもの

22%

収穫採取したもの
2%

飲料
25%

その他
1%

無回答
2%

（２）計量記録の結果② 食品ロスの項目別重量割合

％
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0

50

100

150

200

生鮮食品 飲料 加工食品 お総菜・
テイクア
ウト品

その他

介入群の食品ロス量変化（購入したもの）

前半２週間

後半２週間

（２）計量記録の結果③ 削減取組による区分別の変化

 購入したもの：「生鮮食品」の食品ロス量が大幅限（63.5％減）

➡食品ロス量の削減に大きく寄与

 「お惣菜・テイクアウト品」は減少率が大きいが、グラム数は大きく
ない

63.5%減

3.8%減

18.0%減

67.1%減

（g）

ー
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0

200

400

600

もらいもの 家で調理
したもの

飲料 収穫採取
したもの

その他 無回答

介入群の食品ロス量変化（金額が不明瞭なもの）

前半２週間

後半２週間

（２）計量記録の結果④ 削減取組による区分別の変化

 金額が不明瞭なもの：「もらいもの」の食品ロス量が半減（50.5％減）

➡食品ロス量の削減に大きく寄与

• 「家で調理したもの」「飲料」の削減率は大きくなかった

13.0%減

50.5%減

68.0%減

1.8%減

76.9%減 35.0%減

（g）

17



（２）計量記録の結果⑤ 食品ロスの発生理由

全体(103世帯)の捨てた理由別(食品ロス量)割合 介入群・非介入群(n=103)

 食べ残した 57％

➡食べ残した（飲み残した）飲料の約半分が職場や学校へもっていった水筒のお茶

 痛んでいた 23％

食べ残した 57%傷んでいた
23%

賞味期限切れ 6%

消費期限切れ 5%

おいしくない 3%

その他 2% 無回答 4%
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（２）計量記録の結果⑥ 食品ロスの発生理由

もらいものの食品であまり好きでない物、調理が面倒なもの。

同じ食品を大量に頂いた物が結局余る。傷むことが多かった。

冷蔵庫に何が入っているのか分からずに買い物をしてしまい、
余分なものを買ったとき。

野菜の保管が悪く食材を傷めてしまった。

安売りの時にまとめ買い。結局使い切れず捨ててしまう。

毎日、学校や仕事場に持って行く水筒(お茶)が冬で寒く飲み
残しがあった。

子どもの体調不良の時に食べ残しが出た。

子どもが自分で買い食いしておなかがあまり空いておらず、
おかずが残る。
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1.0

1.9

1.9

1.9

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

事後

事前

事後

事前

事後

事前冷蔵庫に何が入ってい
るか把握している

買い物に行く前に購入
する食品を決めている

１週間や３日分などの
献立はまとめて決めて
いる

必ず食べきるものだけ
を選んで買う

介入群・非介入群（n=103)

■あてはまる ■ややあてはまる ■どちらでもない

■あまりあてはまらない ■全くあてはまらない ■未回答

（３）意識調査の結果① 計量前後の行動変化

・冷蔵庫に入っているものをチェックし、必要なものだけを買物する傾向に
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（３）意識調査の結果② 実践した取組

介入群(n=50)

• 取組別実施延べ回数：お買い物197回、食材の利用170回

• 取組別実施世帯数：お買い物41世帯、整理整頓31世帯

➡買物の取組が多くの世帯で実践しやすい、整理整頓は世帯は多いが回数は少ない

197

119

170

68

41
31 28
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お買い物 整理整頓 食材の利用 保存の工夫

実施延べ回数 実施世帯数

（回、世帯）
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（３）意識調査の結果③ 効果的な食品ロス削減方法
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20

16

14

12

10

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食材により冷蔵庫内の保管場所を工夫する

野菜の保存方法を工夫する

ストック食材を利用する

食材の特性に注意して保存する

肉、魚の保存方法を工夫する

家にある食材・食品をチェックする

使い切れる分だけ買う

効果がある やや効果がある あまり効果がない 効果がない 実践しなかった

18項目のうち「効果がある・やや効果がある」の回答が多かった上位７項目

介入群(n=50)

 実践しやすく効果があるのは「使い切れる分だけ買う」
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（３）意識調査の結果④ 食品ロス削減の工夫：買い物

・買い物に行き、安売りのものが気になったが、必要な
ものを把握できていたので思いとどまる事ができた。

・１週間分の献立を冷蔵庫の中身で考えて、足りないもの
だけ買い足した。
お弁当の材料の作りおきして、冷凍した。

・まとめ買いをがまんし、食べきれる分だけにした。

・買い物に出かけず冷凍保存していた
食材を使ったメニューにした。

必要なもの、食べきれる量を買う

買いすぎない

買物行動の変化
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（３）意識調査の結果⑤ 食品ロス削減の工夫：残さない

・余ったジュースを捨てずに製氷皿に入れ、凍らせて子供

のおやつにした。

・かぶらの葉をみそ汁に使って食べきった。

・昨日の残りはお弁当に入れた。

・子供が風邪をひいているので、食べ残しが出ないよう、

いつもより少なめに盛り付けした。

・食品庫を見直すことで、すし酢の賞味期限

が近いことが分かり、卵ときゅうりを買い

足して、ちらしずしを作った。

エコクッキング、食べきる

賞味期限の把握

無駄なく使う
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（３）意識調査の結果⑥ 食品ロス削減に大切だと思うこと

4
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5

20
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12

4

7

6

12

6

14

■１位 ■２位 ■３位

買物の仕方の見直し

「もったいない」の意識付け

保管方法の見直し

整理方法の見直し

家族の協力

エコクッキング

介入群（ｎ＝49）

（回答数）

・「もったいない」の意識を持ち、買物行動から見直すことが大切
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（３）意識調査の結果⑦ モニターに参加しての気付き

・食品ロスがどういう時に発生するか知る事ができ、
どのような点に自分は気をつけるべきか知る事ができ
良かった。

・仕事が忙しいので週末や早く帰れる日にまとめ買いを
していたが、けっこうむだが多い（捨てなくても、むり
やり食べたりしてしまう）。まとめ買いを見直したい。

・今まで、感覚的に「もらい物を捨てている」とは思って
いたが、それがはっきりと分かったので良かった。

・孫達が今回の取り組みで残り物を計量することを
説明したら、食べきるように
頑張ってくれました。

ロスの発生タイミング、原因

計量による気づき
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まとめ

計量記録を実施

課題：

・保存された食品を対象とした食品ロスの把握
・計量による削減効果の継続性の把握

・保存された食品の保管状況について調査
・保存された食品の上手な活用について対応

• 自身の食品ロスの原因についての気づき

• 食品ロスの原因に対する対策の実施
・買物行動の変化
・食べきり 等

食品ロス削減
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３．普及・啓発活動

―実証事業の結果をふまえて―
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啓発用ポスター

・実証事業の結果について①計量及び削減取組による削減効果

②食品ロスの主な原因

③実践しやすい取組 の３つのポイントを紹介



啓発用パンフレット
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31#

消費者等への普及啓発活動

①2018/11/23 徳島県食品ロス削減
セミナー（主催：徳島県）

②2018/11/12 徳島県消費者市民社
会の構築に関する条例制定記念講演会
（主催：徳島県）

③2018/10/30 第２回食品ロス削減全国大
会（主催：京都市、全国おいしい食べきり運
動ネットワーク協議会 共催：環境省、農林
水産省、消費者庁、京都大学）
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